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1. はじめに
　長い語を毎回くり返すのは面倒である。それで、頻繁に使用する単語や表現につい
ては、短くして発音する傾向がある。例えば、「告白する」という単語であれば「告る」
と表現したりする。携帯電話での電子メールが普及したこともあり、この傾向は、句
や単語レベルばかりでなく、文表現にまで拡大される傾向があり、「あけましておめで
とう」という表現であれば「あけおめ」と短くしたりする。これらを、短縮語という。
短縮語は話し手の労力を軽くするという点で、効率的である。しかし、こうした短縮
語は、日本語の単語および表現として完全に認知されているわけではなく、国語辞典
に掲載されていないものが多い。そのため、使用する人たちがある特定の世代やグル
ープに限られていたりする。そこで、本研究では、10代後半から 20代の若い世代と 30
代から 40代の中年の世代および男女について、短縮語の使用頻度を調査した。
2. 短縮語の分類
研修の方法を説明する前に、以下の６種類の短縮語の典型的な作り方について、窪
薗(2002)を参照にしながら、簡単に述べておきたい。
　第１に、「ヘリ」（ヘリコプター）、「アニメ」（アニメーション）、「リハビリ」（リハ
ビリテーション）など、発音的に長い単語が短縮されてできたものである。日本語で
は、外来語が特に長くなるので、こうした外来語は、ほとんど２から４モーラの長さ
に短縮される。外来語の短縮語が２モーラから４モーラの長さに収束しているのは省
エネと復元可能性という二つの条件を満たすためであると、窪薗(2002)は述べている。
第２に、「セブる」（セブンイレブンに行く）、「テロる」（テロリズム）、「告る」（告
白する）など、名詞の語頭の２モーラと「する」の軽動詞の語尾の「る」をつけて作
る短縮語である｡
　第３に、「むずい」（難しい）や「キモい」（気持ち悪い）のように、新しい形容詞が
作られる。これらは、単語の始めの２モーラに「い｣を付けて作るのが基本である｡新
形容詞は新動詞の場合と違って､名詞から新形容詞を作るのではなく形容詞を単純に短
くするケースが多いという点である｡
第４に、原語の最初または後半の部分を残して､他の部分を省略する方法である｡初
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めを残す例では、「バイト」（アルバイト）や「サテン」（喫茶店）があり、後半を残す
例では、「バイト」（アルバイト）、「さてん」（喫茶店）、「だち」（友達）、
「がいしゃ」（被害者）などが挙げられる。
第５に、「経済」（経世済民）、「スーパー」（スーパマーケット）、「携帯」（携
帯電話）など、複合語は独立性を持つ語どうしが結び合ってできる大きな単語である。
複合語を短縮するために「経済」のように両方の要素を部分的に残すパターンと、「ス
ーパー」や「携帯」のようにいずれかの要素をそのまま残すパターンの２種類に大別
できる。
第６に、窪薗(2002)では議論されていないが、ある頻繁に使われる表現そのものが
短縮される場合もある。その典型的な例は、「明けましておめでとう」の句の始まりの
２モーラを取って「あけおめ」と表現するなどである。これらは、携帯による電子メ
ールの交換などで長い表現を短縮する傾向から生み出されているとも考えられよう。
3. 調査の方法
3.1 被験者
10 代後半から 20 代の若い世代に属する 108 名、30 代から 40 代の中年の世代に属す
る 86 名が被験者となった。性別については、若い世代が、女性 53 名、男性 55 名で、
中年の世代が、女性 36 名、男性 50 名であった。この世代と性別の被験者分布に、有
意な違いはなかった[χ(1)=1.003, p=.317]。さらに、年齢を何歳何ヶ月で聞いていたの
で、月齢を算出した。世代の違いでは、若い世代が平均が 253 ヵ月あるいは 21 歳と１
ヵ月(標準偏差 67 ヵ月あるいは５歳７ヵ月)、中年の世代が平均で 457 ヵ月あるいは 38
歳と１ヶ月(標準偏差 54 ヵ月あるいは４歳６ヵ月)であった。２ (世代; 若い世代と中
年の世代)×２(性別; 女性と男性)の分散分析を月齢について行った。その結果、世代
には有意な主効果がみられた[F(1,190)=542.090, p<.001]が、性別の主効果は有意ではな
かった [F(1,190)=2.147, p=.145]。また両変数の交互作用も有意ではなかった
[F(1,190)=0.604, p=.438]。したがって、本研究では、性別は月齢の影響をうけない独立
した変数であるとみなすことができる。
3.2 短縮語の選択
日常生活で耳にする短縮語を 21 種類選択した。それらは、短縮語の分類に従うと以
下のようになる。
（１） 元の語の語頭の２モーラから４モーラまでに短縮されるパターンの「ケシ」
（消しゴム）、「スッチー」（スチュワーデス）、「エアロビ」（エアロビック
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ス）、「コネ」（コネクション）、「リストラ」（リストラクチャリング）、「デ
モ」（デモンストレーション）の６種類。
（２） 名詞の語頭の２モーラに軽動詞「する」の語尾「る」をつけるパターンで
ある「セブる」（セブンイレブンへ行く）、「告る」（告白する）、「スタバる」
（スターバックスへ行く）の３種類および音韻的な理由で軽動詞「する」
をそのまま付けた「レラする」（連絡する）が１種類で、合計４種類。
（３） 語頭の２モーラに「い」をつけて作られる新しい形容詞のパターンに入る
短縮語で、「ムズい」（難しい）と「キモい」（気持ち悪い）の２種類。
（４） もともとの語の後部を残して作る短縮語の「ダチ」（友達）の１種類。
（５） 複合語の両方の要素を部分的に残すパターンの短縮語に入る「パソコン」
（パーソナル・コンピュータ）、「ロリコン」（ロリタ・コンプレックス）、「メ
ル友」（メール友達）、「就活」（就職活動）、「エアコン」（エア・コンディシ
ョン）、「生コン」（生コンクリート）、「着メロ」（着信メロディー）の７種
類。
（６） 頻繁に使う表現を短縮した「アケオメ」（明けましておめでとう）が１種類。
3.3 質問紙
本研究のために選択した 21 種類の短縮語について、被験者にそれらの短縮語をどの
くらい頻繁に使うかを、１が「全く使わない」、２が「たまに使う」、３が「ときどき
使う」、４が「けっこう使う」、５が「よく使う」の１から５まで尺度でたずねた。こ
れは、主観的な使用頻度である。また、被験者の性別と年齢もたずねた。
3.4 調査の手順
若い世代の被験者としては、広島大学の学生および大学院生にお願いした。また、
中年の世代の人々について、広島国際空港で飛行機を待っている人々と広島大学の学
生課で勤めている方々に質問紙を配布した。
4. データの分析と結果
　各短縮語について主観的使用頻度の平均を算出した。その結果は、使用頻度の全体
の平均が大きい順に表１に記した。使用頻度の平均の違いからみると、４から５が５
種類、３から４が６種類、２から３が５種類、１から２が５種類である。各短縮語の
使用頻度についての分析は、世代と性別の２×２の分散分析を行った(以下では、有意
でない F 値は報告しない)。表１のように、全体的にみて、世代の主効効果が 12 種類
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の短縮語にみられ、性差は５種類で主効果がみられた。また、交互作用は２種類にみ
られた。以下で各短縮語についてみていく。
4.1 使用頻度が平均で４から５の短縮語
表１に示したように、主観的な使用頻度が４から５の短縮語は５種類であった。順
番に分析結果をみていくと、「パソコン」はさすがに、どの世代でも、男女ともによく
使われ、有意な主効果も交互作用も有意ではなかった。次に、「エアコン」については、
世代差はなく、性差の主効果が有意であり[F(1,190)=6.269, p<.05]、女性の方が男性よ
りも頻繁に使う傾向があった。「着メロ」については、世代差[F(1,190)=27.499, p<.001]
と性差[F(1,190)=3.900, p<.05]ともに主効果が有意であった。交互作用は有意でなかっ
た。若い世代で使われるとともに、女性の方が男性よりも頻繁に使っている。「リスト
ラ」は、世代差のみが有意な主効果を示した[F(1,190)=9.223, p<.01]。興味深いことに、
若い世代でよく使われる傾向があった。「エアロビ」は、世代差の主効果が有意
[F(1,190)=5.954, p<.05]で、また交互作用も有意[F(1,190)=6.639, p<.05]であった。やはり、
若い世代でよく使われる短縮語であり、交互作用は中年の男性にあまり使われない
(M=3.44)ことが原因である。
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4.2 使用頻度が平均で３から４の短縮語
　この範囲の平均には６種類の短縮語があった。まず、「コネ」は、世代差の主効果が
有意[F(1,190)=7.375, p<.01]であり、中年の世代よりも若い世代でよく使われる。また
交互作用も有意[F(1,190)=4.497, p<.05]であった。これは、中年の女性にあまり使われ
ないことが理由である。「メル友」は、世代差の主効果が有意であった[F(1,190)=26.375,
p<.001]。やはり、圧倒的に若い世代で使われる短縮語である。しかし、中年世代でも
決して低くはなく、普通程度には使うようである。「デモ」は、ある程度高い頻度を示
しているが、性差の主効果のみが有意であった[F(1,190)=6.425, p<.05]。やはり、男性
の方が女性よりも頻繁に使っているようである。「ロリコン」は、やや頻繁に使われる
傾向があるものの、世代差および性差の主効果は有意でなかった。「キモい」は、「気
持ちが悪い」という意味であるが、世代差の主効果が有意であった[F(1,190)=111.406,
p<.001]。若い世代では、頻繁に使われるものの、中年の世代ではあまり使われない短
縮語である。性差がないので、若い世代の男女ともによく使う表現のようである。「ム
ズい」も世代差の主効果が有意であった[F(1,190)=178.782, p<.001]。この種の短縮語は
若い世代でよく使われるようである。
4.3 使用頻度が平均で２から３の短縮語
　
この範囲の平均は、それほど頻繁には使わないが多少は使うという程度の表現であ
り、５種類の短縮語がある。まず、「コクる」は、世代差の主効果のみが有意
[F(1,190)=278.615, p<.001]であった。若い世代でよく使われる短縮語である。「就活」
もやはり、世代差の主効果のみが有意[F(1,190)=175.394, p<.001]である。同様に、「ア
ケオメ」も世代差の主効果のみが有意[F(1,190)=55.111, p<.001]で、「スッチー」世代差
の主効果のみが有意[F(1,190)=15.220, p<.001]であった。「生コン」については、性差の
主効果が有意 [F(1,190)=6.340, p<.05]であり、さらに、世代差の主効果も有意
[F(1,190)=7.628, p<.01]であった。
4.4 使用頻度が平均で１から２の短縮語
この範囲の平均は、５種類の短縮語があるが、ほとんど使わない表現である。もと
もと使われない表現であるため、「ダチ」において性差の主効果が有意[F(1,190)=19.244,
p<.001]であった。これは、やはり男性が使う傾向の短縮語であり、女性はほとんど使
うことがないことが分かる。他の「ケシ」、「スタバる」、「セブる」、「レラする」の４
つの短縮語では、性差も世代差もなく、一様にほとんど使われることがない短縮語で
あることが分かる。
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5. 短縮語の使用頻度についての世代差比較
　表１からも分かるように短縮語については、基本的に流行があるようで世代差に大
きな違いがみられた。そこで、10 代から 20 代の若い世代と 30 代から 40 代の中年の
世代での短縮語の平均使用頻度を図１にプロットした。さらに、今回の調査対象とな
った 194 名全員のすべての短縮語に対する主観的使用頻度である１から５までの変数
を使い、スラスター分析によって 21 種類の短縮語を分類した。クラスター間の距離に
はウォード法を用い、短縮語間の距離には平方ユークリット距離によって測定した。
その結果は、図１のプロット図に追加して表わした。
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　分析の結果、使用頻度から大きな３つの分類が得られた。分類Ⅰは、分類Ⅱおよび
分類Ⅲとクラスター分析の最高値 25 で区別されており、若い世代にも中年の世代にも
あまり使われていない短縮語である。この分類には６つの短縮語が入っている。まず、
「セブる」と「スタバる」は、それぞれ「セブンイレブンへ行く」と「スターバック
スへ行く」の短縮形であり、近年のコンビニやカフェの普及とともに使われるように
なった表現である。これに、「連絡する」という意味での「レラする」と表現があり、
これらの短縮語はもちろん『広辞苑』(第五版)に掲載されておらず、使用頻度は非常
に低い。また、特定の中学・高校生くらいのグループが使うのであろうか、中年の世
代はもちろんのこと、本研究の大学生や大学院生の若い世代でもほとんど使用されて
いない。表１に示した分散分析でも世代にも男女にも有意な違いはないことからも裏
づけされる。次にやや高めの使用頻度を示したのが、「ダチ」、「生コン」、「ケシ」であ
る。「ダチ」は「友達」、「生コン」は「生コンクリート」、「ケシ」は「消しゴム」の意
味だが、あまり使われない分類Ⅰに入っている。
分類Ⅱは、若い世代でも中年の世代でも頻繁に使われている短縮語が９種類は入っ
ている。その中でも両世代で特によく使われるのは、下位分類１の「パソコン」、「エ
アコン」、「着メロ」、「リストラ」である。「パスコン」は「パーソナルコンピュータ」
の、「エアコン」は「エアーコンディショニング」の外来語の短縮形であり、いずれも
家庭に一般的に普及してきた電化製品である。また、「リストラ」もやはり英語の「リ
ストラクチュアリング」の短縮形であり、ここ 10 年で広く使用されるようになってき
た。これら３つの短縮語は、『広辞苑』にも掲載されている。「着メロ」は「着信メロ
ディー」の短縮形で、携帯電話の普及で世代を超えて急速に一般化した短縮語である。
しかし、興味深いことに、『広辞苑』には掲載されておらず、国語辞典ではまだ認知さ
れていないようである。下位分類２の５つの短縮語は、下位分類１より使用頻度がわ
ずかに低い短縮語であるが、それでも両世代で広く使われている。「コネクション」の
「コネ」、「デモンストレーション」の「デモ」、「ロリータ・コンプレックス」の「ロ
リコン」は外来語の短縮語であるが、いずれも『広辞苑』に記載されている。また、「エ
アロビクス」は『広辞苑』に入っているものの、その短縮形の「エアロビ」は掲載さ
れていないことも面白い。つまり、オリジナルの外来語は日本語として認知されてい
ても、その短縮形はまだ受け入れられていないことを示している。さらに、「メール友
達」の意味の「メル友」は最近普及した単語であり、日本語の短縮語して辞書には入
っていないにもかかわらず、若い世代では頻繁に使われ、中年の世代でも普通以上の
使用頻度であった。
分類Ⅲは、世代差が明瞭にみられる短縮語である。このグループに入る「キモい」、
「ムズい」、「コクる」、「就活」、「スッチー」は、最近若い世代で使われ始めた短縮語
であり、中年の世代では使用頻度がかなり低い短縮語である。その中でも、「気持ち悪
い」の意味の「キモい」、「難しい」の意味の「ムズい」は、いずれも初めの２モーラ
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を残して「い」を付けて形容詞にしている。また、「告白する」の意味の「コクる」も
初めの２モーラに「る」を付けて動詞の短縮形を作っており、この種の短縮語は、作
り方そのものが新しい。「就職活動」の意味の「就活」という短縮形の作り方は古くか
らあるものの、この短縮語は若い世代でのみ使われる傾向がある。また、「スチュワー
デス」の短縮形の「スッチー」は若い世代で普通に使われるようであるが、まだまだ
一般化した表現ではない。さらに、「明けましておめでとう」の短縮形の「アケオメ」
については、極めて最近の使い方であり、頻繁に使われる長い表現そのものを短くし
ている点で新しく、携帯電話での電子メールの普及に関係がありそうである。
6. 考察
　トルコ語と比べると、日本語には短縮語が多様である。トルコ語では、外来語の数
が少なく、単語を２モーラから４モーラにまで短縮する以外にないので、短縮語を作
るパターンが単純である。例えば、日本語では、若い世代なら新しい形容詞を作るた
めに語頭の２モーラに「い」をつけて作ることもできるが、トルコ語の形容詞はすべ
て同じ音で終わる事はないので、このような方法で短縮語を作ることができない。日
本語で単語や表現が短縮される条件として、第１に、単語そのものが長いこと、第２
に、頻繁に使われる語であることとがある。本研究で示したように、短縮語の使用は、
流行に左右されるものが多く、特定の世代や男女によって使われ方が異なる。
　本研究では 21種類の短縮語を選択して調査したが、「キモい」、「ムズい」、｢コクる｣、
「就活」は、特に若い世代によく使われている短縮語であることが明らかになった。
その中で「キモい」と「ムズい」が最近の使われるようになった短縮語であるにもか
かわらず、頻繁に使われていた。｢着メロ｣、｢パソコン｣、｢エアコン｣、｢リストラ｣と
いう短縮語には若い世代にも中年の世代でも使用頻度が高かった。そのなかで「パソ
コン」や「エアコン」は、日本語で一般化しているために、どの世代でも、男女とも
によく使われている。しかし、最近の短縮語である｢着メロ｣は、若い世代の方がより
頻度に使われていると思っていたが、30 代から 40 代の世代でもよく使われていたの
は驚きであった。携帯電話の普及が原因であろう。同様に、「メル友」も両世代でよく
使われていた。｢セブる｣、｢スタバる｣、｢レラする｣は若い世代である程度使われてい
るかと思っていたが、両世代ともにあまり使われていなかった。
　以上のように、日本語の短縮語は、さまざまな作り方と流行とで、特に世代間の違
いが顕著なものがかなり見られた。
引用文献
窪薗晴夫 (2002). 新語はこうして作られる. 東京: 岩波書店.
